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81.務カトレーニング初鍛における神経系の適応とそ

の維持

。往々木一茂i、寺本気之、大tU下士:去に久野
諸島久間関守彦4、勝rn 茂九大森喜事~3
。東京大学総合文化研究科、 2筑波大学 人間総合
科学研究科、 3筑波大学体脊科学系、 4筑 波 大学先

立語学際綴域研究センター、 5来車大学 総合学術開究

科〉

{話的}綴;境問・潟頻度の筋力トレーニングを行なっ

たf去の鋭トレーニングによって、筋および神経系の適
応、がどの税}支消失するのかについて検討した。また、

強度および頻度を減少させてトレーニングを続けるこ

とにより、適応がどの程度維持されるのかについても

検討したo

{方法}定綴約な筋力トレ…ニング総験のない男子大

学生15名を被検者とし、 5日総連続で筋力トレ…ニン
グを行なった後の8週間、 トレーニングを行なわない

DT (detraining)群とiiS:強度トレーニングを趨21]行な
うRT(reduced training)群とに分類したりトレ…ニン
グは片腕の膝伸幾遂動とし、。T群!、レーニシグ1毎jの
等尺殺!接待i袋務カ、外線広務・大総広務の筋後r~l按分
様、大総協議務機i訴訟i撲をトレーニング前後と)]:覚ト

レーニング後に ißij~をしたo RT群トレーニング抑とDT
群非トレーニング綿についても問機の時機に測定し、

DT群ゴドトレーニング腕をコント口ール棋jとした

{結巣と考察15日間のトレーニングにおいて、 DT群-

RT群のトレーニング護23設は持者機し、 トレーニング後
の筋力および紡篭問機分銭iま有箆;な場加をぶしたc

01群の筋力は創設問の鋭トレーニング後も維持され、

筋護too幾分僚にも有意な抵下は認められなかった。一

方、 RT苦手は8:i翠関の減少トレーニングによって筋力や

務窓飽機分f疫がさらに増加する傾向にあったが、イぜ:怠

援は認められなかったむまた、コントロール紛の筋力

および務電i濁緩分悠には有意な変化が認められなかっ

たり大腿間燦筋機新磁穣に関しては、実験英IJrJJを通じ

ていかなる変化も認められなかった。以上のことから、

筋力トレーニング初織における神経系の適忠{遂動単

位の動員およびインパルス発射頻度の域力U) によって

増加した筋力は、従来考えられてきた以j二に維持:され

ることが示唆された。
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82.神経・筋記憶は長織問幾称する

。寺本来i、数々木一茂之、大111下*憶え久野

綾m4、ftli]fl1 守彦久!務総茂久大森議3

e筑波大学大学院人間総合科学研究科、 2策京大
学総合文化研究科、 3筑波大学体育科学系、 4筑波

大学先端学際領域研究センタ一、 s東波大学総合

学術研究科)

{緒詮}得トレ…ニングによる筋力増加応答の増強貌

象はそのメカニズムから神経・務記壌と呼ばれるよう

になった(大森ち:体力科学49.385由 392，2000)が、
その効果の践;存期r1立に関する研究は行われていないむ

今郎、 49:i強rm，ニ及ぶ}説トレーニング後の持トレ…ニン

グによる筋力増加応答の変化とそのメカニズムについ

ての検討を11'うことによって、神経・筋記憶の長期践

存の可能性を採った世{方法]49週間織に片絢の等尺
性綴{Iド緩トレ…ニングを8遊間行った努子大学生の荷j

総に対して、選i間の頻度で5秒間X5セットの等尺ij:
膝Nl袋を全力で行うトレーニングを5滋務実施したむ

各トレ…ニング時には議大等尺性膝伸綾筋力及び外鱗

広筋・大総i区筋の務2童図積分鎮めiftlj]:さを行った。また

l:i境目と5滋自に関してはMRIをmいて大総!lY綴筋横断

面積のmU5主も行った。{結果11)持トレーニング締で
J.l 1M)、トレーニング線で6%の筋力増加を示し、海綿の

変化様ねに有意差が認められた。 2)筋寄tI謹穣分後で
は大磁波筋において同j郷についての変化様相に有意設

が認められ、全体的に得トレーニング脚で高値を訴し

た。 3) トレーニング前後における大総説綴筋横断iiii
綴については、 i縛鈎ともに宥窓な変化は認められなか

ったり{まとめi本研究の結果，*949遊間前iこトレーニ
ンク'を行った腕iとトレーニングを行わなかった総とを

比較した場合.fliI者のガがトレーニングに対する筋力
増加の応答が大きかった.また，この変化機招は務窓錦
織分績と類似するところも多く，長期間の脱トレーニ

ング後の稗トレーニングによる筋力増加応答の増強は

持続系の要僚により説明されることが示唆された岳

j:ii 十12ヰ
1 st wl<. 2nd wK. 3rd wk.. 4th wk. 5th WK. 
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